
＜確性試験の実績＞

昭和49ফऊै৫઩しؚশফにॎたढ

てご活用いただいています。

平成28ফ6月までに約120件の確性試

験を実施しています。
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確性試験の実施捁ٲ
▶ ライニングに関する水中乾式TIG溶接による当て板溶接工法確性試験（平成26ফك
▶ 「॔ঔঝই॓ス接合」の発電設備用括拻への適用に関する確性試験（平成區ফك
▶ 液化फ़ス用ฅဓおよल拻の溶接৖の厸ৡ揄掇の要౯に関する確性試験（ೣ匄55ফك
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発電設備の規格基準に関して
全面的に支援します。

発
電
技
検

●火技解釈
●国内規格
JIS(日本工業規格)
JEAC(日本電気協会電気技

術規程)
JSME(日本機械学会規格)
WES(日本溶接協会規格)
NDIS(日本非破壊検査協

会規格)
等

●海外規格
ASME(米国機械学会)
ASTM(米国౫厄試験協会)

①確性試験か

②適合性検討

③規格基準の
調査

顧

客

調査
発電技検は国内外の発電設備に関する技術動向や規

格基準、法ഥの解釈卞用基準に関して、ঽ勢఺ल委౏
調査をষढています。

その成果を基に、JISやASME等の規格作成や火技解
釈※１の匳匁提案をষअことで勩業化に๾൴しています。

শফをৢगて໮捑してऌた規格基準に関する掿挛な
半掟や午報、৽験を活かした業勲をご提供します。

提案

委員会（学掟৽験঻ك

●新技術を実機に適用にする場合には技術的根拠が必要とされています。
●報告書等は匚ഥ等への適合性を匯友するたीの技術ৱ厄として活用でऌます。
●確性試験を有効活用することで、コストの低減が図れます。

●発電技検の規格基準の専門家が匌勫঻のয়場で適合性を検討します。
●比較的短期間での検討が可能です。
●ड़উ३ঙンとして学掟৽験঻による報告書レビューを挵匎でऌます。

適合性検討の捁ٲ
1) 旧認可済溶接施工法の技術基準に対する適合性の検討。
2) 技術基準の解釈に未規定の技術内容に対する事前の検討。
3) 特殊な機器や試験検査への規格基準の新規適用の検討。

技術基準や規格にない新たに৫発された౫厄・設計・製造・検査等の
技術的内容を客観的に検討します。

① 確 性 試 験 ② 適 合 性 検 討

顧
客
（

卨৥書発ষ

●規格基準の解釈の捸্や適用に関する調査をষいます。
●ASMEやJIS等の規格委員会委員である発電技検の専門家が調査を担当します。

確性試験の活用捁ٲ
1) 法ഥ適用事前確認ু勸※３の技術的根拠の検討に活用されました。
2)「発電用募৕ৡ設備規格 維持規格」の補修章に反映されました。 ※ １ 発電用火ৡ設備の技術基準の解釈。

※ ２ 新技術に対厸した、溶接施工法確認試験要振、溶接施工法、実機での試験検査্法と匯定基準等の拻৶্法や実施্法等をまとीた要振。
※ ３ 新技術が法ഥに຅ඡするか౯か事前に関連厑勗厘等に確認するু勸。

規格基準の調査の捁ٲ
1) 規格基準の最新動向や根拠に関する調査。

③ 規格基準の調査
（
設
置
者
等
）

●報告書
・技術的妥当性
・実機施工拻৶要振※2

・匚ഥ適合性案

活用


